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光宏, 野尻 賢哉, 清水 健太郎, 戸山 芳昭, 松本 守雄 Ankylosing spinal disorders に伴っ
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7. 森下 緑, 柳本 繁, 矢吹 有里, 手塚 正樹, 亀山 真, 中山 新太郎, 小見山 貴継, 岡田 英次

朗, 伊藤 修平人工股関節手術後の異所性骨化により生じた屈曲拘縮に骨化切除手術

を行った一例日本人工関節学会誌 (1345-7608)45 巻 Page55-56(2015.12)  
 

8. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 塩野 雄太, 辻 崇, 石井 賢, 中村 雅也, 戸山 芳昭, 千葉 一裕, 松
本 守雄再手術を要した先天性後側彎症の 1 例  整形外科 (0030-5901)61 巻 12 号 
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科 (0557-0433)44 巻 6 号 Page599-603(2009.06) 
 

13. 岡田 英次朗, 松本 守雄, 渡辺 航太, 辻 崇, 石井 賢, 高石 官成, 中村 雅也, 千葉 一裕, 戸
山 芳昭, 海老原 全 Becker 母斑症候群に伴った側彎症の 1 例 臨床整形外科 (0557-
0433)42 巻 8 号 Page819-823(2007.08) 

 
14. 岡田 英次朗, 浦部 忠久, 関口 治, 藤田 順之, 松本 守雄, 戸山 芳昭 椎体 scalloping を呈

した腰椎椎間板ヘルニアの 1 例臨床 整形外科 (0557-0433)41 巻 6 号 Page701-
704(2006.06) 

 
15. 岡田 英次朗, 松本 守雄, 中村 雅也, 千葉 一裕, 塩谷 彰浩, 戸山 芳昭 頸椎脊索腫摘

出・プレート併用前方再建術後食道穿孔を来した 1 例  臨床整形外科 (0557-0433)39
巻 8 号 Page1125-1128(2004.08) 

 
16. 高橋 勇一朗 , 中村 光一, 吉田 宏樹, 望月 竜太, 城本 雄一郎, 岡田 英次朗 大腿から下

腹部に及んだガス壊疽の一例 日本骨・関節感染症研究会雑誌 (1345-8922)17 巻 
Page110-113(2003.02) 
 
 

2-3 総説 
 
 
1. 岡田 英次朗, 手塚 正樹, 柳本 繁, 松本 守雄手術手技シリーズ 腰椎椎間板ヘルニア

に対する後方内視鏡下手術 Bone Joint Nerve (2186-1110)1 巻 2 号 Page397-
401(2011.07) 

 
2. 岡田 英次朗, 松本 守雄【脊椎・脊髄-up to date】 脊椎・脊髄疾患と治療 腰椎椎間

板ヘルニア 内視鏡下ヘルニア摘出術(解説/特集) Clinical Neuroscience (0289-
0585)30 巻 10 号 Page1138-1140 (2012.10)  
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3. 岡田 菊三(岡田整形外科), 岡田 英次朗 整形外科 知ってるつもり 頸椎 retrodural 
space 臨床整形外科 (0557-0433)48 巻 1 号 Page28-32(2013.01) 

 
4. 岡田 英次朗, 戸山 芳昭, 松本 守雄【頸部脊髄症の診療】 頸部脊髄症に対する片開き

式脊柱管拡大術 Orthopaedics (0914-8124)27 巻 2 号 Page49-54(2014.02)  
 
 

5. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【ロコモの視点を交えた腰部脊柱管狭窄症】 棘突

起縦割式椎弓切除術 Loco Cure (2189-4221)1 巻 3 号 Page222-227(2015.11) 
 

6. 岡田 英次朗, 松本 守雄【細菌性髄膜炎の臨床と最新の治療】 鑑別診断 頸椎疾患

Clinical Neuroscience (0289-0585)33 巻 11 号 Page1272-1273(2015.11) 
 

7. 岡田 英次朗, 松本 守雄 MRIにおける頸椎加齢性変化に関する縦断的研究(総説) 脊

椎脊髄ジャーナル (0914-4412)28 巻 7 号 Page659-667(2015.07)  
 
8. 野村裕、岡田英次朗 第 9 回 Asia Travelling Fellowship 紀行記―香港・インドネシア

を訪ねて― J.Spine Res.6:1455-1456,2015 
 

9. 岡田 英次朗, 松本 守雄【日常診療で役立つ小児整形外科の知識】 体幹の疾患 特

発性側彎症 小児科診療 (0386-9806)78 巻 4 号 Page523-528(2015.04)  
 

10. 岡田英次朗 学術研究会報告 高齢者に対する低侵襲脊椎手術 経皮的椎体形成術と

最小侵襲脊椎安定術を中心に 港区医師会報 138 2015 
 

11. 岡田 英次朗, 西田 光宏, 手塚 正樹, 松本 守雄【肩こりと後頸部痛の日常臨床】 後頸

部痛に対する手術療法 脊椎脊髄ジャーナル (0914-4412)29 巻 11 号 Page1041-
1046(2016.11) 
 

12. 岡田 英次朗, 西田 光宏, 森下 緑, 手塚 正樹, 松本 守雄【シリーズ:こんなときどうす

る?(頭頸部・胸部編)】 無症候性脊柱側彎症小児外科 (0385-6313)48 巻 9 号 Page945-
948(2016.09) 
 

13. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄 【側彎症手術-術式の進歩と改善点-】 前方矯正固

定術 腰椎カーブに対する後方矯正固定術、前方法との比較(解説/特集) 関節外科 
(0286-5394)35 巻 7 号 Page744-748(2016.07) 
 

14. 岡田 英次朗【さまざまな基礎疾患・病態を有する症例に対する脊椎固定術】 びま

ん性特発性骨増殖症に対する脊椎固定術(解説/特集) 脊椎脊髄ジャーナル (0914-
4412)29 巻 5 号 Page575-579(2016.05) 
 



22 
 

15. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【小児整形外科の過去・現在・未来】 (Part3)臨床

<現在> 最近の側彎症治療のトピックス 主に思春期特発性側彎症について Bone 
Joint Nerve (2186-1110)7 巻 4 号 Page613-616(2017.10) 
 

16. 岡田 英次朗, 西田 光宏, 手塚 正樹【ER での骨折・脱臼に強くなる!研修医でも見逃

さない「画像読影のポイント」、研修医でもできる「外固定や脱臼整復」】 脊椎の

骨折の読影のコツと治療 レジデントノート (1344-6746)19 巻 10 号 Page1783-
1790(2017.10) 

 
17. 岡田英次朗，松本守雄 専門医試験をめざす症例問題トレーニング 外傷性疾患(ス

ポーツ障害も含む) 整形外科 2017 年 
 

18. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【「しびれ感」の多彩な原因とその対応】 部位に

よるしびれ感とその対応 下肢 腰椎疾患(解説/特集) Clinical Neuroscience (0289-
0585)36 巻 4 号 Page484-486(2018.04) 
 

19. 岡田 英次朗 イラスト&画像で各科の手術がバッチリ!オペナースのための"イイトコ

取り"解剖図】(第 2 章)整形外科 オペナース"イイトコ取り" 本当に手術に必要な解

剖図 腰椎後方手術 経椎間孔腰椎後方椎体間固定術(TLIF)・後方進入腰椎椎体間

固定術(PLIF)、棘突起縦割式椎弓切除術 オペナーシング (0913-5014)2018 秋季増刊 
Page87-90(2018.09) 
 

20. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【頸髄症の Up-to-date】 (Part3)保存療法 頸髄症

の自然経過 Bone Joint Nerve (2186-1110)8 巻 1 号 Page59-63(2018.01) 
 

21. 岡田 英次朗, 塩野 雄太, 渡辺 航太, 松本 守雄.【脊椎脊髄外科の最近の進歩】各種疾

患に対する治療法・モダリティ DISH を合併する椎体骨折の診断と治療. 整形・災

害外科 (0387-4095)62 巻 5 号 Page581-585(2019.04) 
 

22. 岡田 英次朗, 福田 健太郎, 大門 憲史, 中村 雅也, 松本 守雄, 渡辺 航太【DISH の臨

床】びまん性特発性骨増殖症(DISH)合併の胸腰椎損傷. 脊椎脊髄ジャーナル (0914-
4412)32 巻 7 号 Page679-683(2019.07) 

 
23. 岡田 英次朗, 松本 守雄.【内科医に求められる他科の知識-専門家が伝える

Do/Don't】(第 8 章) 整形外科 脊椎内視鏡の進歩 内科 (0022-1961)124 巻 3 号 
Page1969-1970(2019.09) 

 
24. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【慢性疼痛 update-実地診療に役立つ最新知見-】

慢性頸肩上肢痛 日本臨床 (0047-1852)77 巻 12 号 Page2004-2009(2019.12) 
 

25. 岡田 英次朗, 鈴木 悟士, 辻 収彦, 渡辺 航太, 中村 雅也, 松本 守雄【腰椎椎間板ヘルニ

アに対する化学的融解術 NOW】コンドリアーゼを用いた化学的髄核融解術 有効

例と不良例 脊椎脊髄ジャーナル (0914-4412)32 巻 12 号 Page1071-1077(2019.12) 
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26. 岡田 英次朗 治療法の再整理とアップデートのために 専門家による私の治療 

胸椎椎間板ヘルニア 日本医事新報 (0385-9215)4994 号 Page40(2020.01) 
 

27. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【脊椎低侵襲手術の最近の話題】DISH 脊椎損傷

に対する経皮的椎弓根スクリュー固定. Bone Joint Nerve (2186-1110)9 巻 4 号 
Page555-560(2019.10) 

 
28. 岡田 英次朗, 松本 守雄【脊柱靱帯骨化症 UP TO DATE】びまん性特発性骨増殖症に

伴った脊椎損傷. 脊椎脊髄ジャーナル (0914-4412)33 巻 2 号 Page133-137(2020.02) 
 

29. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【強直性脊椎炎・乾癬性関節炎とその周辺疾患】

びまん性特発性骨増殖症と強直性脊椎炎の鑑別. 関節外科 (0286-5394)39 巻 4 号 
Page432-439(2020.04) 

 
30. 岡田 英次朗, 松本 守雄【脊椎脊髄疾患に対する分類・評価法】(第 2 章)胸椎・胸腰

椎 胸椎後縦靱帯骨化症の骨化形態分類 脊椎脊髄ジャーナル (0914-4412)33 巻 4
号 Page312-315(2020.04) 

 
31. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【80 歳以上の脊椎脊髄損傷】高齢者のびまん性特

発性骨増殖症を合併した脊椎損傷の現状と治療 脊椎脊髄ジャーナル (0914-
4412)33 巻 6 号 Page635-640(2020.06) 

 
32. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄【高齢者脊椎疾患リハビリテーションアプロー

チ】高齢者脊椎疾患の病態特性 MEDICAL REHABILITATION (1346-0773)249 号 
Page1-6(2020.06) 

 
33. 岡田 英次朗, 渡辺 航太, 松本 守雄頸・肩・腰痛の最新の診断と治療】頸部痛の診療 

頸椎後縦靱帯骨化症 臨牀と研究 (0021-4965)97 巻 7 号 Page803-808(2020.07) 
 

 
 
 
3．著書 
 

3-1 英文 
 

1. Berven S, Okada E. Postoperative spinal deformity. Benzel Spine 3rd edition. Saunders 
Elsevier. 1859-1868, 2013 
 

2. Okada E, Matsumoto M. Operative Treatment of High-grade Lumbar Spondylolisthesis, The 
Spine  Medical Publisher 942〜948 ページ, 2019 
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3-2 和文 
 
1. 岡田英次朗，戸山芳昭，松本守雄 痛みの診療 ベストプラクテｲス 腰椎椎間板

ヘルニア 2014 年 60-61 ページ メジカルビュー社 2014 年 
 

2. 岡田 英次朗, 戸山 芳昭, 松本 守雄【神経症候群(第 2 版)-その他の神経疾患を含めて

-】 脊髄・脊椎疾患、髄液動態異常 特発性側彎症 日本臨床 (0047-1852)別冊神経

症候群 V Page135-138(2014.11) 
 

3. 岡田英次朗 MＩＳt 手技における経皮的椎弓根スクリュー法 びまん性特発性骨増殖

症に対する MIS-long fixation, 三輪書店 115-118 2015 年 
 

4. 岡田英次朗 MＩSt 手技における経皮的椎弓根スクリュー法 腰椎すべり症に対する

OLIF 併用脊椎固定術 三輪書店 185-189 2015 年 
 

5. 岡田英次朗、松本守雄 今日の診断指針 第 7 版 脊柱靱帯骨化症 医学書院 

1543-1546, 2015 年 
 

6. 岡田英次朗 今日の小児治療指針 第 16 版 脊柱側弯症・後弯症、医学書院 799-
800 2015 年 

 
7. 柳本繁、岡田英次朗 ウルトラ図解 腰・ひざの痛み 法研 2016 年 

 
8. 岡田英次朗，松本守雄 1336 専門家による 私の治療 2017-18 年度版 側弯症 医事

新報社 2017 年 
 

9. 岡田英次朗，松本守雄 成人脊柱変形治療の最前線 MIS (minimally invasive 
surgery) 321～331 ページ 文光堂 2017 年 

 
10.岡田英次朗，松本守雄 専門医の整形外科外来診療ー最新の診断・治療 頚椎症、

頚椎椎間板症、頸部脊髄症、頸部神経根症、crowned dens syndrome  147～151 ペ

ージ 南江堂 2017 年 
 

11.岡田英次朗、藤田順之 MISt 手技における側方経路椎体間固定術(LIF)入門―OLF・
XLIF®を中心に 前縦靭帯損傷 215～218 ページ 出版社 三輪書店 2018 年 

 
12.岡田英次朗 整形外科専門研修マニュアル 変形性脊椎症、腰椎すべり症、脊椎分

離症[スポーツによる第 5 腰椎疲労骨折など]、 四肢循環障害、機能評価尺度(Barthel 
Index, FIM, ロコモ 25, JKOM, RDQ など)を用いた運動機能評価、南江堂 2018 年 

 
13.岡田英次朗，渡邉航太，松本守雄 びまん性特発性骨増殖症を伴った脊椎損傷:MIS-

long fixation 匠が伝える低侵襲脊椎外科の奥義 279〜285 ページ 出版社 メジカルビュ

ー社 2019 年 
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14.岡田英次朗 1361 専門家による私の治療 2019-20 年度版 整形外科疾患「側弯症」 

965〜967 ページ 日本医事新報社 2019 年 
 

15.岡田英次朗, 塩野雄太, 渡邉航太, 松本守雄.  脊椎脊髄外科の最近の進歩 DISH を合

併する椎体骨折の診断と治療 581〜585 ページ 金原出版 2019 年 
 
16.岡田英次朗、渡辺航太、松本守雄 しびれが診える エキスパートのアプローチ 

5．腰椎疾患 200-209 ページ 中外医学社 2020 年 
 

17.岡田英次朗、渡辺航太、松本守雄 最新主要文献とガイドラインでみる 整形外科

レビュー2021-22 21-26 ページ 総合医学者 2021 年 
 

18.岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアを治す 法研 2022 年 
 
 

4．学会発表 
 
 

4-1 国際学会 
 
 
招待講演 
 なし 
 
シンポジウム・パネルディスカッション 
  
1. Okada E, Matsumoto M, Ichihara D, Chiba K, Toyama T, Fujiwara H, Nishiwaki Y, 

Takahata T. Cross-sectional area of cervical deep extensor muscles in asymptomatic 
subjects. A 10-year longitudinal magnetic resonance imaging study. China - Japan 
international spinal symposium, Guangzhou city, 2012 

 
一般口演・ポスター 
 
1. Yagi Mitsuru, Suzuki Satoshi, Hosogane Naobumi, Okada Eijiro, Tsuji Osahiko, Nagoshi 

Narihito, Fujita Nobuyuki, Nakamura Masaya, Matsumoto Morio, Watanabe Kota Predictive 
probability of the global alignment and proportion score for the development of mechanical 
failure following adult spinal deformity surgery in Asian patients 35th North American 
Spine Society (NASS）2020 年 
 

2. Yamamoto Tatsuya, Yagi Mitsuru, Suzuki Satoshi, Tsuji Osahiko, Nagoshi Narihito, Okada 
Eijiro, Fujita Nobuyuki, Nakamura Masaya, Matsumoto Morio, Watanabe Kota The 2-year 
clinical outcome and impact on the medical expenses of anteroposterior collective spinal 
fusion with lateral lumbar interbody fusion for adult spinal deformity : Comparison with 
posterior spinal collective fusion North American Spine Society (NASS）2020 年 
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3. Yagi Mitsuru, Suzuki Satoshi, Okada Eijiro, Nori Satoshi, Tsuji Osahiko, Nagoshi 

Narihito, Fujita Nobuyuki, Hosogane Naobumi, Nakamura Masaya, Matsumoto Morio, 
Watanabe Kota The patient demographics, radiographic index, an surgical invasiveness for 
mechanicak failure(PRISM) model established for adult spinal deformity surgery 55th SRS 
Annual meeting & Course 2020 年 9 月 

 
4. Otomo N, Takeda K, Ogura Y, Takahashi Y, Kawakami N, Uno K, Ito M, Minami S, 

Taneichi H, Inami S, Suzuki T, Sudo H, Yonezawa I, Kaito T, Watanabe K, Taniguchi Y, 
Harimaya K, Kotani T, Fujita N,Yagi M, Chiba K, Hosogane N, Sakuma T, Okada E, Sato 
T, Akazawa T, Nishida K, Shigematsu H, Iida T, Demura S, Kakutani K, Sugawara R, Tsuji 
T, Nakamura M, Matsumoto M, Terao C, Ikegawa S, Watanabe K Fourteen Novel 
Susceptibility Loci and Genetic Architecture in Adolescent Idiopathic Scoliosis  55th SRS 
Annual meeting & Course 2020 年 9 月 

 
5. Daimon K, Yagi M, Suzuki S, Tsuji O, Nagoshi N, Okada E, Nakamura M, Matsumoto M, 

Watanabe K The Preoperative Large Cobb Angle and Spinopelvic Malalignment are the 
Risk Factors of Mechanical Failures After the Correction and Fusion Surgery for Adult 
Patients with Idiopathic Scoliosis 55th SRS Annual meeting & Course 2020 年 9 月 

 
6. Otomo N, Takeda K, Ogura Y, Takahashi Y, Minami S, Uno K, Kawakami N, Ito M, 

Watanabe K, Kaito T, Taneichi H, Harimaya K, Taniguchi Y, Shigematsu H, Iida T, Demura 
S, Sugawara R, Fujita N, Yagi M, Okada E, Hosogane N, Chiba K, Kotani T, Sakuma T, 
Akazawa T, Suzuki T, Nishida K, Kakutani K, Tsuji T, Sato T, Inami S, Nakamura M, 
Matsumoto M, Ikegawa S, Terao C, Watanabe K Genetic Prediction of Onset and 
Progression of Adolescent Idiopathic Scoliosis 55th SRS Annual meeting & Course 

 
7. Eijiro Okada, Kenshi Daimon, Hirokazu Fujiwara, Yuji Nishiwaki, Nobuyuki Fujita, 

Takashi Tsuji, Masaya Nakamura, Morio Matsumoto, Kota Watanabe. Does the sagittal 
alignment of the cervical spine have an impact on disc degeneration? 20-year follow-up of 
asymptomatic volunteers. Asia Pacific Spine Society. Oral, Inchon 2019 年 4 月 

 
8. Eijiro Okada, Kenshi Daimon, Hirokazu Fujiwara, Yuji Nishiwaki, Nobuyuki Fujita, 

Takashi Tsuji, Masaya Nakamura, Morio Matsumoto, Kota Watanabe. Ten-year longitudinal 
follow-up MRI study of thoracic intervertebral discs in asymptomatic volunteers. Asia 
Pacific Spine Society. Oral, Inchon 2019 年 4 月 

 
9. Eijiro Okada, Mitsuru Yagi, Satoshi Suzuki, Nobuyuki Fujita, Narihito Nagoshi, Osahiko 

Tsuji, Masaya Nakamura, Morio Matsumoto, Kota Watanabe. Factors associated with 
intervertebral fusion after placement of lateral interbody cage for adult spinal deformity 
ISSLS, Kyoto,  2019 年 6 月 

 
10. Okada Eijiro, Suzuki Teppei, Demura Satoru, Saito Toshiki, Kotani Toshiaki, Yamamoto 

Takuya, Nohara Ayato, Tsuji Taichi, Yonezawa Ikuho, Ogura Yoji, Uno Koki, Matsumoto 
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86. Okada E, Matsumoto M, Ichihara D, Chiba K, Toyama Y, Fujiwara H, Momoshima S, 
Nishiwaki Y, Hashimoto T, Watanabe M, Takahata T. Does sagittal alignment of cervical 
spine have impact on disc degeneration? Minimum ten-year follow-up of asymptomatic 
volunteers. Cervical spine research society,  San Francisco, CA USA, 2007. 

 
87. Okada E, Matsumoto M, Ichihara D, Chiba K, Toyama Y, Fujiwara H, Momoshima S, 

Nishiwaki Y, Hashimoto T, Watanabe M, Takahata T. Aging of the cervical spine in healthy 
volunteers: a 10-year longitudinal magnetic resonance imaging study. Cervical spine 
research society, West Palmbeach, FL USA 2006. 

 
88. Ichihara D, Okada E,  Chiba K, Toyama Y, Fujiwara H, Momoshima S, Nishiwaki Y, 

Hashimoto T, Watanabe M, Takahata T. Matsumoto M Minimum ten-year follow-up study 
of whiplash injury patients -clinical and MRI Evaluations- Cervical spine research society, 
West Palmbeach, FL USA 2006. 

 
89. Okada E, Matsumoto M, Ichihara D, Chiba K, Toyama Y, Fujiwara H, Momoshima S, 

Nishiwaki Y, Hashimoto T, Watanabe M, Takahata T. Aging of the cervical spine in healthy 
volunteers: a 10-year longitudinal magnetic resonance imaging study. Eurospine, Istunbul, 
2006. 

 
 
 
 



36 
 

4-2 国内学会 
 
招待講演 
 
1. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内酵素注入療法 第 16回神経ブ

ロック EBM研究会 2024年 11月 東京 

 

2. 岡田英次朗 当院におけるジクトルテープの使用経験について ジクトルテープ

75㎎発売 3周年記念講演会 in 世田谷 2024年９月 東京 

 

3. 辻 収彦 椎体骨折を伴う骨粗鬆症の治療戦略 座長 岡田英次朗 骨粗鬆症治療

Seminar 2024年 9月 東京 

 

4. 辻 収彦 脊椎脊髄疾患術前後の神経障害性疼痛～MiroTAS研究を中心に～ 座長 

岡田英次朗 整形外科疾患医療連携セミナー 2024年 7月（Web） 

 

5. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内酵素注入療法 患者選択にこだ

わる！ 成績向上にこだわる！ はがくれ椎間板内酵素注入療法を語る会 2024年

４月 佐賀  

 

6. 馬場聡史 脊椎内視鏡下手術について 座長 岡田英次朗 人生 100年時代を生き

抜く背骨のはなし 2024年 3月 東京 

 

7. 岡田英次朗 ぼくと仲間と脊椎と Love the life you live. Live the life you 

love. Spine Online Conference 2023年 9月（Web）  

 

8. 加藤雅敬 骨粗鬆症を有する脊椎疾患に対する MIStの応用 座長 岡田英次朗 

Osteoporosis Web Seminar~骨折リスクの高い骨粗鬆症治療 Update～ 2023年 6月

（Web） 

 

9. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内酵素注入療法 患者選択にこだ

わる！ 成績向上にこだわる！ Society of Enzymatic Treatment for Disc 

Degeneration (SET DD) 2023年 3月  

 

10. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対する新しい治療戦略～腰椎椎間板ヘルニアの

ガイドラインを含めて～ 第 8回さがみスポーツ・関節研究会 2023年 1月

（Web）  

 

11. 岡田英次郎 腰椎椎間板ヘルニアに対する新しい治療戦略～腰椎椎間板ヘルニアの

ガイドライン 2021を含めて～ 令和 4年 TCOA腰痛研修会 2022年 12月（Web） 
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12. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対する新しい治療戦略～腰椎椎間板ヘルニアの

ガイドラインを含めて～ 脊椎専門医による腰痛セミナー 2022年 5月（Web）  

 

13. 岡田英次朗 骨粗鬆症脊椎に対する低侵襲脊椎手術 Spine Expert Web Seminar 

2021年 9月（Web） 

 

14. 河野亨  当院における椎間板内酵素注入療法の使用成績と経皮的スクリューをイ

メージ下に挿入するコツ 座長 岡田英次朗 第４回 Tokyo Spine Seminar 2021

年 9月（Web） 

 

15. 岡田英次朗 びまん性特発性コツ増殖症に合併した脊椎疾患 令和 3 年度京整会秋

季研修会 2021 年 8 月（Web） 
 

16. 小粥博樹 上肢の筋力低下を訴える頚椎周辺疾患 座長 岡田英次朗 第 2 回

Tokyo Spine Seminar 2021 年 7 月（Web） 
 

17. 村田寿馬 当院の最近のコンドリアーゼと難治性疼痛に対する診療状況 座長 岡

田英次朗 第 1 回 Tokyo Spine Seminar 2021 年 5 月（Web）  
 

18. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 
奈良県ヘルニコアセミナー 奈良 2021 年 3 月（Web） 
 

19. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 

第 524 回岩手整形災害外科懇親会 岩手 2021 年 2 月（Web） 
 

20. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 

大分ヘルニコアセミナー 大分  2021 年 1 月（Web） 
 

21. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 
第 1 回あんず脊椎外科 Web ミーティング 東京 2020 年 9 月（Web） 
 

22. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた科学的髄核融解有効

礼の検討―どのような症例がよい適応か？― 第 2 回宮城県腰椎椎間板ヘルニアを

考える会 宮城 2020 年 5 月  
 

23. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 

ヘルニコアリージョンセミナー 群馬 2020 年 1 月（Web） 
 

24. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するコンドリアーゼを用いた椎間板内酵素注

入療法 コンドリアーゼ Web セミナー 東京（Web） 2020 年 
 

25. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 

第 1 回 新しい椎間板ヘルニア治療を語る会 長野（Web）2020 年 
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26. 岡田英次朗 ヘルニコア(コンドリアーゼ)による椎間板髄核融解術 髄核融解術ミ

ーティング 東京 2019 年 
 

27. 岡田英次朗 びまん性特発性骨増殖症に対する手術治療 第 38 回 UTSG 研究会東

京 （Web）2020 年 
 

28. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するコンドリアーゼを用いた髄核融解術第

26 回 日本最小侵襲整形外科学会 高知市（Web）2020 年 
 

29. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するコンドリアーゼを用いた椎間板内酵素注

入療法 第 69 回 東日本整形災害外科学会 軽井沢町（Web）2020 年 
 

30. 岡田英次朗 腰椎椎間板びまん性特発性骨増殖症を合併した脊椎疾患-脊椎損傷を

中心に‐第 26 回 日本最小侵襲整形外科学会 高知市（Web）2020 年 
 

31. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた椎間板内化学的融解

術 あんず脊椎外科 Web ミーティング 東京（Web）2020 年 
 

32. 岡田英次朗  びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎疾患 Spine Live Symposium 東京

（WEB）2020 年 
 

33. 岡田英次朗 腰椎椎間板ヘルニアに対するヘルニコアを用いた化学的髄核融解術 ヘ
ルニコア リージョンセミナー 東京（WEB）2020 年 

 
34. 岡田英次朗 『びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎疾患 ~コロナ禍における病

診連携の取り組み~』 中野区運動器 WEB セミナー 東京（WEB）2020 年 
 

35. 岡田英次朗 慶大脊椎脊髄診療班の病診連携の取り組み―高齢者における骨粗鬆症

性椎体骨折を中心に―2020 年 立川地区医療連携セミナー 
 

 
36. 岡田英次朗 ヘルニコア(コンドリアーゼ)による椎間板髄核融解術 第 1 回髄核融

解術研究会 東京 2018 年 
 

37. 岡田英次朗 びまん性特発性骨増殖症に対する手術治療 ～脆弱性骨折の治療を含

めて～ 高知 Spine セミナー 高知市 2018 年 
 

38. 岡田英次朗 びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷 第 12 回 NSG セミナー 

名古屋市 2018 年 
 

39. 岡田英次朗 MRIにおける健常者頚椎の加齢性閉変化に関する縦断的検討 第 43
回脊椎脊髄病学会 京都 2014 年 
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40. 岡田英次朗 MRIにおける健常者頚椎の加齢性閉変化に関する縦断的検討 第 1 回 

武庫川脊椎セミナー 兵庫 2014 年 
 

41. 岡田英次朗 MRIにおける健常者頚椎の加齢性閉変化に関する縦断的検討 第 6 回 

NSG 頚椎セミナー 名古屋市 2012 年 
 

シンポジウム、パネルディスカッション 
 
１． 高橋洋平, 岡田英次朗, 大久保寿樹, 武田和樹, 鈴木悟士, 尾崎正大, 辻収彦, 名越慈

人, 中村雅也, 渡辺航太 当院における腰椎椎間板ヘルニアに対する治療における

椎間板内酵素注入療法の影響 第 53 回日本脊椎脊髄病学会 横浜 2024 年 
 

２． 高橋洋平, 岡田英次朗, 大久保寿樹, 尾崎正大, 鈴木悟士, 辻収彦, 名越慈人, 中村雅

也, 渡辺航太 腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内酵素注入療法 早期著効例の

検討 第 31 回日本腰痛学会 徳島 2023 年 
 

３． 髙橋洋平, 岡田英次朗, 和田簡一郎, 吉井俊貴, 石川哲大, 遠藤照顕, 大場哲郎, 板野

友啓, 森幹士, 加藤裕幸, 松永俊二, 竹内一裕,渡辺航太, 山﨑正志, 中村雅也 DISH
を合併した脊椎損傷―他施設前向き研究― 第 38 回日本整形外科学会基礎学術

集会 つくば 2023 年 
 

４． 岡田英次朗 びまん性特発性骨増殖症と脊椎損傷の危険因子 第 24 回日本低侵

襲脊椎外科学会 東京 2021 年 
 

５． 岡田英次朗，細金直文，福田健太郎，西田光宏，北村和也，藤田順之，八木

満，名越慈人，辻収彦，中村雅也，松本守雄，渡辺航太。成人脊柱変形に対する

側方進入椎体間固定術を用いた後方矯正固定術ー前弯角の検討ー。第 66 回東日

本整形災害外科学会。東京 2017 
 

６． 岡田英次朗，八木満，藤田順之，名越慈人，名越慈人，辻収彦，中村雅也，松

本守雄，渡辺航太。抜釘後カーブが悪化し再手術が必要となった早期発症特発性

側弯症の一例。第 26 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会。2017 
 

７． 岡田英次朗，渡辺航太，小倉洋二，高橋洋平，細金直文，八木満，金子慎二

郎，町田正文，戸山芳昭，松本守雄 思春期特発性側弯症 Lenke type5 カーブ

に対する前方および後方固定術の比較 日本側弯症学会 2013 
 

８． 岡田英次朗，藤田順之，鈴木悟士，辻収彦，名越慈人，八木満，中村雅也，松

本守雄，渡邉航太 腰椎椎間板ヘルニアに対する化学的髄核融解術―有効例の検

討― 第 25 回日本最小侵襲整形外科学会 東京都、2019 年 
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９． 岡田英次朗，藤田順之，鈴木悟士，辻収彦，名越慈人，八木満，中村雅也，松

本守雄，渡邉航太 腰椎椎間板ヘルニアに対する化学的髄核融解術 ―有効例の

検討― 第 27 回日本腰痛学会 神戸市、2019 年 
 

１０．岡田英次朗, 鈴木悟士, 海苔聡, 辻収彦, 名越慈人, 八木満, 中村雅也, 松本守雄, 渡
辺航太 成人脊柱変形に対する側方侵入椎体間固定術後の冠状面不適合と術後偽

関節の関係 第 54 回 日本側弯症学会 2020 年 
 

一般口演、ポスター発表 
 
1. 岡田英次朗, 鈴木悟士, 辻収彦, 名越慈人, 藤田順之, 八木満, 中村雅也, 松本守雄, 渡辺

航太 腰椎椎間板ヘルニアに対する化学的髄核融解術―不良例の検討― 第 10 回最小

侵襲脊椎治療学会 2020 年 
 

2. 岡田英次朗, 鈴木悟士, 辻収彦, 名越慈人, 藤田順之, 八木満, 中村雅也, 松本守雄, 渡辺

航太 腰椎椎間板ヘルニアに対するコンドリアーゼを用いた科学的髄核融解術―科学

的髄核融解術により腰痛は改善するか？― 第 10 回最小侵襲脊椎治療学会 2020 年 
 

  
3. 鈴木悟士, 八木満, 海苔聡, 辻収彦, 名越慈人, 岡田英次朗, 中村雅也, 松本守雄, 渡辺航

太 非固定部腰椎椎間板変性に関する縦断研究-成人期に遺残した思春期特発性側弯

症での検討. WEB 開催 第 54 回 日本側弯症学会 2020 年 
 
4. 磯貝宜広, 八木満, 大伴直央, 鈴木悟士, 海苔聡, 辻収彦, 名越慈人, 岡田英次朗, 藤田順

之, 中村雅也, 松本守雄, 渡辺航太 思春期特発性側弯症 Lenke 分類 type2 において近位

胸椎カーブの頭側終椎が T1 は術後肩バランス不良のリスク因子である. WEB 開催 

第 54 回 日本側弯症学会 2020 年 
 

5. 武田和樹, 岡田英次朗,鈴木悟士, 海苔聡, 辻収彦, 名越慈人, 八木満, 藤田順之, 中村雅

也, 松本守雄, 渡辺航太 重度の腰椎形成不全性すべり症に対する 1 椎間後方椎体間固

定術は脊 柱矢状面バランスを改善させる. WEB 開催 第 54 回 日本側弯症学会 2020
年 

 
6. 藤井武, 川端走野, 鈴木悟士, 辻収彦, 海苔聡, 岡田英次朗, 名越慈人, 八木満, 中村雅也, 

松本守雄, 渡辺航太  思春期特発性側弯症 Lenke タイプ 1B、C における術中 X 線と 
Distal adding-on 発生の関係. WEB 開催 第 54 回 日本側弯症学会 2020 年 

 
7. 川端走野, 藤井武, 鈴木悟士, 辻収彦, 海苔聡, 岡田英次朗, 名越慈人, 八木満, 中村雅也, 

松本守雄, 渡辺航太 思春期特発性側弯症 Lenke タイプ 1A における術後 Distal 
addingon 発生を術中 X 線写真で予測できるか. WEB 開催 第 54 回 日本側弯症学会 
2020 年 
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8. 藤田成人, 八木満, 鈴木悟士, 海苔聡, 岡田英次朗, 辻収彦, 名越慈人, 中村雅也, 松本守

雄, 渡辺航太, 名倉武雄 立位単純 X 線における脊椎骨盤パラメータの計測は正確

か? ? 立位 CT による妥当性の検討.  WEB 開催 第 54 回 日本側弯症学会 2020 年 
 
9. 藤井武，鈴木悟士，岡田英次朗，八木満，中村雅也，松本守雄，渡辺航太 VEPTR 

術後に重度の椎体回旋変形の悪化によって歩行障害を生じた 1 例.  WEB 開催  第
54 回 日本側弯症学会 2020 年 
 

10. 鈴木悟士, 尾崎正大, 海苔聡, 辻収彦, 名越慈人, 岡田英次朗, 八木満, 河野仁, 中村雅也, 
松本守雄, 渡辺航太 腰椎固定術後に発生した隣接椎間障害に対する術式選択の検討 - 
JOABPEQ を用いた検討-. 札幌市（WEB）第 28 回 日本腰痛学会 2020 年 
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術総会 2008 
 

307. 八木満，二宮研，岡田英次朗，木原未知也，堀内行雄 腰部脊柱管狭窄症に対

する内視鏡下除圧術の新アプローチの治療成績 東日本整形災害外科学会 2008 
 

308. 西山奈緒子，八木満，關美世香，武田健太郎，下沢寛，岡田英次朗，長谷川貴
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満，山本さゆり，川島秀一，木原未知也，堀内行雄 ガングリオンにて骨陥凹を
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321. 岡田英次朗，松本守雄，渡辺航太，辻崇 脊髄症を呈した先天性頚椎後弯症
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